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ハ
月
二
十
九
日
か
ら
」
一

十
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
つ

が
る
克
雪
ド
ー
ム
「B
~
G
 

W
~
N
G
」
で
わ
く
わ
く

体
験
科
学
館
が
開
催
さ
れ
、
 

約
一
万
三
千
五
百
人
の
来
 

2
 

舞

・
編
 

場
者
が
科
学
の
不
思
議
を
 
●
，
 

体
験
し
ま
し
た
。
 

（
 

会
場
に
は
親
子
連
れ
が

多
く
見
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
普
段
身
の
回
り
に
あ

る
科
学
・
自
然
現
象
が
ど
 

ーつ
し
て
起
こ
る
の
か
実
験

を
交
え
な
が
ら
学
び
、
興
 

味
に
瞳
を
輝
か
せ
関
心
の
 

声
を
上
げ
た
り
、
ク
イ
ズ
 

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
 

五所川原市役所 公35- 2111 



胃鯉鯛業 

最重点要望事業 
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重点要望事業 

◇幹線道路の整備促 津軽自動車道路なと 
進にっいて 	の整備促進 

離羅I-*JI7J( 	JILI30)熟)II 0)改修 

登弾難媛襲鷺議 
◇「弘前地方拠点都営留際麗慧満

鷲j客の整備促進嘉羅要琴 Sth 
りm 

星 
り七J些 ‘ タこ~ 

平
成
十
六
年
度
重
点

事
業
要
望
 

「活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち

」
の
 

壇
‘実
現
に
向
け
、
八
項
目
要

望
 

一
 可
、
 
J
’
 
‘・

 
ぐ『
 

八
月
二
十
九
日
、
県
に
対
す
る
平
成
十
六
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会
を
、
青

森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

説
明
会
に
は
、
県
側
出
席
者
と
し
て
三
村
知
事
、
長
谷
川
出
納
長
は
じ
め
関
係

部
長
、
市
側
か
ら
成
田
市
長
ほ
か
市
幹
部
、
ま
た
平
山
県
議
、
今
県
議
、
並
び
に

市
議
会
か
ら
大
野
議
長
、
長
谷
川
副
議
長
、
山
口
総
務
常
任
委
員
長
が
出
席
、
「
活

力
あ
る
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
八
項
目
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
市
街
地
の
電
線
の
地
中
化
に
つ
い

て
の
要
望
が
出
さ
れ
計
画
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
の
回
答
を
得
ま

し
た
。
 

◇
「自
治
体
病
院
 

機
能
再
編
成
 

に
つ
い
て
」
（
継
続
）
 

県
内
の
自
治
体
病
院
は
、
量
的
整
備

も
進
み
、
地
域
医
療
の
確
保
と
医
療
水

準
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
が
、
多
く
の
自
治
体
病
院
で

は
、
財
政
面
や
医
師
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
現
状
に
あ
り
、
自
治
体
病
院
の

存
立
そ
の
も
の
が
危
倶
さ
れ
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

当
西
北
五
地
域
保
健
医
療
圏
に
お
い

て
も
平
成
十
三
年
三
月
に
自
治
体
病
院

機
能
再
編
成
推
進
協
議
会
の
発
足
以
来
、
 

鋭
意
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
 ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
承
認
を
受
け
て
、
つ
が
る

西
北
五
広
域
連
合
を
主
体
に
、
基
本
計

幽
策
定
等
の
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
体
病
院
の
機
 
 能

再
編
成
に
つ
い
て
一
層
の
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

〈
県回
答
〉
 

西
北
五
地
域
に
お
け
る
こ
の
自
治
体

病
院
機
能
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
全
国

で
も
例
が
少
な
い
モ
デ
ル
的
な
事
業
で

あ
り
、
県
と
し
て
は
、
引
き
続
き
国
に

対
し
て
財
政
支
援
を
働
き
か
け
て
い
く

と
と
も
に
、
西
北
五
圏
域
に
お
け
る
自

治
体
病
院
機
能
再
編
成
の
実
現
に
向
け

て
、
適
時
適
切
に
助
言
を
行
う
な
ど
積

極
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
 

ワ
り
b
r
J
寿
ン
」〈マ
かも
 

電
線
の
地
中
化
に
つ
い
て
 

今
年
の
 
「五
所
川
原
立
侯
武
多
」
は
、
 

盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
県
に
は
、
駅
前
通
り
の
電
線
類

の
地
中
化
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
た
 
 

だ
き
、
景
観
面
、
運
行
面
に
多
大
な
成

果
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

当
市
で
は
、
都
市
機
能
の
向
上
と
増

大
す
る
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
、「立

候
武
多
」
 
の
運行
コ

ー
ス
の
延
長
に
向

け
て
事
業
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

う
各
路
線
の
電
線
類
の
地
中
化
と
歩
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
に
つ
い
て
は
、
 

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
国
道
1
0
1
号
を

は
じ
め
と
す
る
「
立
侵
武
多
」
運
行
コ
 

ー
ス
上
の
各
路
線
の
電
線
類
の
地
中
化
、
 

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
に
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
国
道
1
0
1号
の
栄
町
か
ら

田
町
ま
で
の
両
側
歩
道
の
完
成
と
今
年

度
整
備
完
了
予
定
の
五
所
川
原
消
流
雪

用
水
導
入
事
業
に
よ
り
、
冬
期
間
の
交

通
渋
滞
の
緩
和
や
除
排
雪
作
業
の
軽
減

等
、
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
、
本
町

（
中三
「プ

パ
ー
ト
前
）
の
交
通
安
全
施
設
整
備
工

事
に
合
わ
せ
た
電
線
類
の
地
中
化
に
つ

い
て
も
理
解
と
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〈
県回
答
〉
 

平
成
十
六
年
に
電
線
類
地
中
化
計
画

が
見
直
さ
れ
ま
す
。
 

電
線
の
管
理
者
等
の
委
員
会
に
申
し

入
れ
を
し
て
、
計
画
に
組
み
込
ま
れ
る
 

ょ
う
県
と
し
て
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
3
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五
砧
川

原
市

農
業

者
奪
金

協
会
 

総 

讐 
昌

f憲
固
傘
勉
 祝 
う 

島
城
形
田
形

福
宮
山
秋
山
 

位
位
位
位
位
 

（
づ3
3
3
3
 

森
形
森
森
森

青
山
青
青
青
 

位
位
位
位
位
 

2
2
2
2
2
 

す
 踊

欝
蟹
 

姉
勝
勝
勝
勝
勝

の
優
優
優
優
優

欠
 

は
子
子
子
子

績
男
男
女
女

戎
年
年
年
年
合

の
少
成
少
成
総

回
 

今
 

公35一2111 

伊藤敦子作（日本）オブジェ 

五所川原市役所 

チャンチイ フウ作（中国）大皿 

！
青
森
世
界
薪
窯
大
会
 

餌
錦
種
舷
紙
上
ギ
ャ

ラ
リ
ー
 

招
待
陶
芸
家

寄
贈
作
品
 

麟・ 	No・8 

平成15年 9 月15日 4 

麟
 

第
三
十
回
東
北
総
合
体
育
大
会
卓
球
競
技
が
、
八
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、
東
北
六
県
よ
り
役

員
・
選
手
約
二
百
人
を
お
迎
え
し
市
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
十
月
に
静
岡
県
で
行
わ
れ
る
「
N
E
W
わ
か
ふ
じ
国
体
」
 

出
場
を
目
指
し
、
執
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

競
技
は
、
館
内
三
十
度
を
超
え
る
中
、
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
青
森
県
は
成
年
男
子
が
優
勝
し
た
も
の
の
、
 

惜
し
く
も
八
年
連
続
の
総
合
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
。
予
想
外

の
敗
退
に
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
し
き
れ
な
い
本
県
選
手
団
は
、
 

「雪
辱
は
、
静
岡
で
 

」
と
新
た
に
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
 

静
岡
で
の
活
躍
を
注
目
し
た
い
も
の
で
す
。
 

八
月
二
十
七
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い
て
五
所
川
原
市

農
業
者
年
金
協
会

（
秋田
嘉
徳
会
長
）
の
設
立
二
十
五
周
年

記
念
式
典
が
、
会
員
約
五
百
人
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
秋
田
会
長
が
「
会
員
の
た
め
に
事
業
展
開
し
、
 

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
協
会
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
来
賓
の
成
田
市
長
は
、
「年
金
制
度
の
確
実
な
進
展

は
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
協
会
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
、
前
会
長
の
鳴
海
秀
雄

氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
終
了
後
、
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
 
「黒
石
八
郎
シ

ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
会
員
は
民
謡
と
漫
談
を
楽
し
み
、
笑
顔

で
二
十
五
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。
 

農業者年金は農業者のための年金です 

農業者の老後生活の安定・ 
福祉の向上を目指そう 

I農業者年金j で大きな安心と笑顔 

善
意
の
花
か
こ
 
5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

トリフ7. ノ、ン 

（アメリ力）花入 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷
敏
税
理
士
）H
二
十
四
万
円
（
創
立
2
4周
年
記
念
 

と
し
て
）
。
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
誠
（
伝
法
谷
誠
子
店
主
）
廿
五
万
六
千
三
百
円
。
 



（財）21世紀職業財団青森事務所 TELO1 7(776)2028   

露認響胃登｛弓昌ジ‘= 
～再び働きたい人に～ 

育児・介護等によリ職業生活を中断したあとに 

再就職を希望し、再就職に向けて準備をしている 

人を対象にセミナーを開催します。 

◇10月7日（火）~8日（水） 10時～15時 

ただし、8日は12時まで 

五所川原地域職業訓練センター 

◇内容 ①再就職活動にむけて 

②就職情報の収集のポイント 

③インターネット入門講座等 

◇定員・受講料 20人・無料 

※希望により託児をします。(1歳～未就学児） 

◇申込方法 9月30日（火）までに財団へ。 

低寧と家圧］暑考彪局セ尽か＝  
~ 10月は仕事と家庭を考える月間です！~ 

毎年10月は仕事と家庭を考える月間です。今年 

も次のとおりセミナーを開催しますので、ぜひ、 

ご参加ください。参加無料です。 

◇10月2日（木）13時30分～16時 

青森グランドホテル 2階 芙蓉の間 

基調講演「次世代育成支援対策推進法時代の両

立支援」 

東京大学大学院教育学研究科・教育学部

教授 汐見稔幸氏 

◇対象者 事業主・人事労務担当者等、どなたでも。 

◇申込方法 9月30日（火）までに電話で財団へお

申し込みください。 

五所川原市役所 公35一 2111 5 平成15年 9 月15日 

国
民
健
康

保
険

税
の

軽
減
申
請
に

つ
い

て
 

税
務
課
  

内
線
4
2
5
 

9月30日（火）は 
固定資産税第3期

国民健康保険税第3期

介護保 険料第3期

の納付期限で弓o 
忘れ弓1こ納めましょう 

収納課 内線431~ 435 
介護福祉課 内線273 

平
成
1
6年
版
 

青
森
県
民
手
帳
 

予
約
申
込
み
の
お
知
ら
せ
 

企
画
課
統
計
係
 
内
線4
6
4
・
4
6
5
 

青
森
県
統
計
協
会
で
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
 

ー
ル
帳
と
都
道
府
県

・
県
内市
町
村
の

主
要
統
計
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
録

し
た
「
青
森
県
民
手
帳
」
を
発
行
し
ま

す
。
 

今
年
度
は
、
使
い
や
す
い
サ
イ
ズ
に

小
型
化
し
、
内
容
も
充
実
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
、
お
求
め
く
だ
さ
い
。
 

◇
価
格
 
5
0
0
円

（消
費
税
込
み
）
 

◇
申
込
期
限
 
9
月
2
6日
国
 

◇
申
込
方
法
 
企
画
課
統
計
係
ま
で
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

北

地

方
産
直
の

日
 

北
地
方農
林
水
産事
務
所
農
業振
興
課
 

丑
（3
4)2
1
1
1
 

内
線
2
3
6
 

北
は
小
泊
村
か
ら
南
は
板
柳
町
ま
で
、
 

北
五
地
域
で
と
れ
た
野
菜
・
果
物
・
花
・

魚
介
類
な
ど
の
農
林
水
産
物
、
及
び
そ

の
加
工
品
等
を
販
売
い
た
し
ま
す
。
 

●

9
月
2
1日
回
 
1
0時

、
1
6時

鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ

（
鶴
田
町）
 

自
賠
責
保
険
・
共
済
の期
限

が
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
 

国
土
交
通
省
東
北
運
輸局
青
森運
輸
支
局
 

輸
送
課
 

公
0
1
7
(
m)1
5
0
2
 

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
て
い
る
保
険
で
す
。
期

限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
。
 

詳
し
く
は
膏
つ
『『w
w
wJ
l
b
a
lJ
p
 

平
成
1
5年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
2
 

割
軽
減
申
請
書
に
つ
い
て
、
提
出
期
限

は
9
月
3
0日
因
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
7
月
中
に
該
当
者
（
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
郵
送
に
よ
る
更
新
が

始
ま
り
ま
す
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

1
0月
1
日
か
ら
の
保
険
証
は
、
郵
送

に
よ
り
9
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滞
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。
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申央公鳳激から＠) お知 LJ 
TEL (35) 6056 

●松島書道サークル作品展 

9月22日（月）~24日（水） 2・ 3Fギャラリー 

公民館が主催した書道教室の生徒たちが時田智子

先生を中心に「松島書道サークル」を結成して20 
周年記念の作品展です。 

●川柳大会優秀句色紙展 

9月27日（土）,10月5日（日） 3Fギャラリー 

昨年、公民館で開催された川柳五所川原大会での

優秀旬の色紙展です。 

※「みんなのギャラリー」展示希望の方は、お気軽

に中央公民館までこ連絡ください。 

あプンまれ 
ワ27パク運動会 

まれ 

9月21日（日）~30日（火）までの10日間 
《運動の重点》 

1 高齢者の交通事故防止 

2 シートベルトとチャイルド 
シートの着用の徹底 

3 ライトの早め点灯の推進 

4 自転車の交通事故防止 

スタートはペルトのカチャリ聞いてから 

開通に伴い 

①青森に入ロ二う青森中央lC・青森東lC方面

②青森中央lC・青森東lCづ青森lC出口方面

の通行はできませんので、こ注意願います。 

《走行上の注意》 

青森中央大橋（有料） 国道103号 

, 

至国道4号 
青
森
東
ー

c
 

環状7号線 青森中央に 

本線料金所 

青森自動車道 

所 ※この地図はイメージで実際とは国なリます。 

ン
 

み
戸
っ
の
瞬
料
道路
 

問い合わせ先：JH東北支社青森工事事務所 
TELO1 7-775-8672 
青森管理事務所 
TELO1 7-782-1431 

フアミリーサポートセンター TEL (35)8953 

秋に爽やかな汗を流してみませんか。お子さんは 

もちろん、保護者をはじめ皆さん多数の参加をお待 

ちしています。 

● 9月30日（火） 10時～12時 

サンビレッジ五所川原 

※参加無料。動きやすい服装で参加ください。 

その他、運動後、中央小学校の読み聞かせボラン 

ティーチャーわくわく☆ピース会員による読み聞 

かせもあります。 

◇申込締切 9月25日（木） 

× ／ 

秋の全  園 交通安全運動実施 第4回 青森県 育樹祭 参加者に集 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

青森自動車道の青森lCと青森東lCの区間・15.6 

kmが、9月28日（日）15時に開通します。 

枝打ちなどの育樹作業の体験や木工教室、特産品

抽選会、モンゴル国立民俗舞踏団による公演など、 

親子で楽しめるイベントがたくさんです。参加記念

品として県産木炭を先着 l ,000名の方にプレゼント

いたします。 

●10月12日（日） 10時～ 

称徳館（十和田市深持字梅山） 

※参加申し込み・お問い合わせ・無料送迎バス（青

森発‘弘前発）の申し込みは、はがきまたはFAX 
に住所・氏名（参加者全員）・年齢・電話番号・

を記入のうえ次のいずれかまで。 

〒030-8570 青森市長島一丁目1ョ 青森県庁林政課 

TELO 1 7-734-9507 FAXO 1 7-734-8145 
〒030-0813 青森市松原一丁目16-25 
青森県森林組合会館内 （社）青森県緑化推進委員会 

TELO1 7-773-8787 FAXO1 7-773-8788 

国有財産 （土地） 客公宛し富す 
津軽森林管理署金木支署業務課管理係 

TEL(53)31 15 

当署が管理している国有財産を、次のとおり競争 

入札により売払いします。 

◇売払い物件 

五所川原市大字飯詰字影日沢223-1他 2筆 

◇種目・面積 雑種地・15,097が 

※ただし、売払い数量のなかには県道拡張工事予 

定地が含まれています。 

◇入札の場所 津軽森林管理署金木支署入札場 

◇入札 10月16日（木） 13時30分締切 

入札保証金の受付は、13時から13時30分まで。 

また、郵便による入札は認めません。 

◇開札 入札締切後、直ちに行います。 

◇現地説明会 9月30日（火） 10時 

五所川原市大字飯詰字影日沢22 3-1 
	ノ 

読B自 

五所川原市役所 公35- 2111 	平成15年 9 月15口 6 



に二＝コ 一
 

   

   

 

男女共同参画室より 内線462 

     

     

一
 

一
 三

 
イソフォメーショソ No.13 FAX: 35-3617 

E-mail:goshogawara42@net.pref.aomori.jp  

同参画講座書開圏⑩ます 
兼業農家を営みながら得た活動経験から、特産品による地域活性化と女性の社会

参画の必要性についてお話しします。 

◆テーマ】「特産物を使った商品開発と地域における女性の役割・女性の社会参画」 

◆講 師】佐野 房氏 

（青森県に男女共同参画社会をつくる県民運動推進協議会会長） 

◆日 時】10月10日（金） 13時30分 

◆場 所】中央公民館 視聴覚室 

01一甘散 

五所川原市立高等看護学院 
職員採用試験 

五所川原市立高等看護学院 TEL(34)27 15 

〇職種及び採用予定人員 専任教員 1名 

〇受験資格 昭和38年4月2日以降に生まれ、次の 

いずれかに該当する者。 

(1）保健師、助産師若しくは看護師としてーつの 

業務に3年以上従事した者で、大学において教育 

に関する科目を履修した者 

(2）保健師、助産師若しくは看護師として5年以 

上業務に従事した者で、専任教員として必要な 

研修を受けた者 

〇採用予定月日 平成16年4月 1 日 

〇採用試験日時・場所 11月5日（水） 10時30分 

市立西北中央病院 C棟2階大会議室 

〇試験方法 作文、面接及び書類審査 

〇受験申込期限 10月20日（月） 

※「提出書類」等、詳細については五所川原市立 

高等看護学院へお問い合わせください。 

~ 

五所川原市医療技術職員採用試験 
市立西北中央病院管理課 TEL(35)31 11 内線279 

◇職種及び採用予定人員 看護師・助産師5名、 

臨床工学技士 1名、管理栄養士 1 名 

◇受験資格 

(1）昭和49年4月2日以降に生まれ、次に該当 

する者。 

・看護師・助産師免許証、臨床工学技士免許証 

取得者 

‘平成16年5月末までに看護師・助産師免許証、 

臨床工学技士免許証取得見込みの者 

(2）昭和39年4月2日以降に生まれ、管理栄養 

士免許証（登録証）を取得している者 

◇採用予定月日 平成16年4月1日 

◇採用試験日時・場所 11月5日（水） 10時30分 

市立西北中央病院 C棟2階 大会議室 

◇試験方法 作文、面接及び書類審査 

◇受験申込期限 10月20日（月） 

※「提出書類」等、詳細については市立西北中央 

病院管理課庶務係へお問い合わせください。 

  

鼠験 知 職 

  

夢が 1Ph1 51 鷲十黒C, 5t鷲声カら 
10月1日、全国で住宅・土地統計調査が行われます。 

この調査は住宅・土地に関する最も基本的な調査で、国や都道府県

市区町村が住宅建設計画、都市計画、環境整備計画などを立案していく

上での基礎資料となります。対象となった世帯には、知事が任命した調

査員が調査票を持ってお宅にお伺いします。 

調査内容は統計を作成するためだけに使用するもので、その他の目的

には一切使用しませんので、ご協力をお願いします。 

	ー一、、

、、 

Aci 	玲艦療I、  
「夢がある 家・まち‘くらし 調査から 

eI住宅・土地統計調査 
10月1日 総務省統計局 

一
」
一
．
 

ロ

ロ
 

△
 

△
 ロ
 
ロ
 

統計担当 企画課統計係 内線464・465 

7 	中成15イ ll」15「「 
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五所川原消防署管内8月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

平成14年度統一標語 

消す心 置いてください 火のそばに 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2O1 9（内線23) 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成15年 3 16 119 935 1 13 
平成14年 3 25 107 882 4 17 
比 	較 0 △ 9 12 53 L 3 L 4 
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秋
の
水
族
館
 
9
月
末
日
ま
で
開
催
。
 

水
族
館
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
生
物
や

水
族
館
の
仕
事
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ

う
。
 

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
 
購
入
日
か
ら

一
年

間
何
度
で
も
入
館
で
き
ま
す
。
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／
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／
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／
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中
学
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5
0
0
円
／
回
）
。
 

ht
tP】
『lw
w
w・a
s
a
m
u
s
h
i

I
ap
u
a

・c
oョ
1
 

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

消
防
本
部
予
防
課
 

丑
（
3
5)
2
0
1
9
 
内
線

2
5・
4
2
 

《
危
険
物
取
扱
者
試
験
》
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弘
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市
）
 

◇
受
付
期
間
 

9
月
2
4日
困

、
1
0月
6
日
の
 

※
受
験
願
書
等
は
、
消
防
本
部
及
び
消
 

防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

《
消
火
器
の
悪
質
点
検
及
び
訪
問
販
売

に
気
を
つ
け
て
H
◇
 

各
地
で
消
火
器
の
不
適
正
な
点
検
等

が
横
行
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
訪
問

前
に
電
話
を
か
け
て
信
用
さ
せ
、
訪
問

後
す
ぐ
に
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
求
め
、
 

消
火
器
を
素
早
く
集
め
て
点
検
し
高
額

請
求
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

こ
れ
ら
悪
質
業
者
に
よ
る
被
害
は
全

国
に
及
ん
で
お
り
、
最
近
、
県
南
地
方

の
店
舗
、
事
業
所
で
も
不
適
正
な
点
検

が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
点
検
、
訪
問
販

売
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
と

と
も
に
、
業
者
が
訪
れ
た
場
合
に
は
早

急
に
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
 

【被
害
未
然
防
止
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ポ
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ン
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⑨
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
、
正

常
な
契
約
業
者
か
否
か
を
確
認
す
る
。
 

（
点
検
は
、契
約
業
者
か
最
寄
り
の
消

火
器
販
売
業
者
に
依
頼
す
る
。）
 

⑥
契
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者
名
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出
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確
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で
き
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よ
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お
く
。
 

⑥
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、
契
約
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は
絶
対

サ
イ
ン
し
な
い
。
 

正
常
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約
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イ
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⑨
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徹
底
す
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入
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多
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ま
す
。
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す
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・
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り
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。
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独
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入
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あ
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ら
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お
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し
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「簡単い●きる 
ないしいー晶」 

i 	～男性料理教室より～ 

    

, 

:― 枝 豆 豆 腐 	I 

麟縛  ． 	 ‘ 

― 	拳 	“ 	」” " 
' 

警叫、‘一 	＝ 	ー 
争案ミ・二 	’ 	りレ争 	か二 	‘零沙 I 	叫 	き三 

1人分 35kcal 
【材料 4人分】 

枝豆（さやっき）’50g 	青しそ 	4 枚 

粉寒天 	小さじ 1 	しようゆ 	適宜 

水 	50cc 	わさび 	適宜 

豆乳 	200 g 

【作リ方】 

①枝豆を茄で、さやと薄皮をとる。 
②豆乳 1 
③鍋に水と残りの豆乳、粉寒天を入れ、 1 

④③を水でぬらした型に入れ、粗熱を取ってから冷膚 

⑤水洗いした青しそを小鉢に敷き、③を乗せる。 
＊甘味や香料などを加えた「調整豆乳」ではなく、プ 

/2量と枝豆をミキサ一にかける。 
P2 分沸脳

させてよく煮溶かす。さらに②を入れ、よく混ぜ恰
わせる（寒天が溶けきれないと固まらなかったり、 
舌ざわりが悪くなるので注意する）。 

庫で冷やし固める。 

豆そのものの味わいのある「無調整豆乳」をっかし

ます。 

枝豆を三キリーにかけるときは、粗挽きに弓ると歯
ごたえがよく、見た目も色鮮pかで多0 好みで加減

してみてください0 
ぎた、豆の風昧を楽しむためにもしようゆは極少量

にしま弓o 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

興隆婦人ホーム 9 月22日（月） 12 :30 -13 :30 
旭町集会所 9 月29日（月） 

10 :30 -12 :00 
藻川コミュニテイ消防センター 11 :00 -12 :30 
長富コミュニテイ消防センター 10月 1日困 10 :30 -12 :00 
幾島町集会所 10月 2 日（わ 10 :00 -12 :00 
北新集会所 10月 3 日圏 12 :30-13 :30 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間…12時15分から12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成15年 

5 月生まれ 

9 月30日
因 

小児科診察、身体計測、神
経芽細胞腫検査セット配布、 
離乳食試食、育児情報交換
等 

1 	歳 

6 カ月児 

健 	診 

平成14年 

4 月生まれ 

10月21日
因 

小児科・歯科診察、歯科保
健指導、身体計測、発達相
談等 

3 歳児 

健 	診 

平成12年 

6 月生まれ 

10月23日 

（わ 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計
測、尿検査、視聴覚検査、 
発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所…働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの…母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

10月1日困 

10月15日困 

※15日の午後は電話予約
となっています。 

10:00-12:00 
13:00-15:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 

栄養（離乳食等） 

相談 
・子育て等の情報交換 

巨涌「 ~S 嫁裁ま惑当 
月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

9 月15日 日
”
  

木村内科医院 
五所」順市松島町 
2 丁目89-4 35-2815 

9 月21日 口
］
 
 

対馬内科小児科医院 
五所川原市

田町4-5 34 -343 1 

9 月23日 火
  

江渡内科医院 
五所川原市
旭町7 34-3000 

9 月28日 日
  

健生病院五所川原診療所 
五所川原市
一ッ谷508ワ 

35-2542 

日
場
 

日 	時】10月3日（金）1O:3O---14:0O 
場 所】働く婦人の家・保健センター 

対象者】妊婦さんとその家族、子育て中の方、 

興味のある方等定員20名 

講 師】五所川原市役所栄養士 

料 金】1人300円（お子様は無料） 

申込締切】開催日2日前まで電話で申込み 

ト内線234・ 236 
＊お子様づれの方には託児室を準備しています。 

離乳食を作ってみましよう！ 
～手軽で、おいしく、栄養バランスもgoodです～ 

五所川原市役所 公35-2111 	平成15年 9 月15日 10 
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